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大丈夫？その一言が命綱

　　人が命という平等なものを授かり
生きてい

くための道を歩いていくため人権は大切に守ら

れていかなければなりません

　互いに相手を思いやり自分の人権も相手の人権

も大切に守りながらともに幸せに暮らせる社会を

築いていきましう

　　廿日市市では
月を人権強調月間と定めさま

ざまな世代に対して人権意識高揚のための啓発事

業を行ています

人権強調月間啓発キンペン

　人権を意識するきかけとして啓発品せけん

クリプポケトテ
シなどを配布します

啓発品は市内障がい者施設のハンドメドです

と
き
・
と
こ
ろ

●
廿
日
市
地
域

　

月

日
　

時
　

時　ザ・ビグ宮内店テ

　ナコトフジグランナタリ

●
吉
和
地
域

　

月　

日
　

時
　

時　

吉
和
夏
ま
つ
り
会
場

吉
和

問合せ人権・男女共同推進課
　　　　緯運９１３６

職員募集廿日市市職員を募集します
平成　年４月１日採用予定　廿日市市職員採用試験

２７募集要項
第 次
試験日

受験申込書
の受付期間

受験案内の
配布開始日

受験資格
（いずれも学歴は問いません）

採用予定
人　　数職種区

分

月 日

月 日
～ 日

インターネットに
よる申込受付期間
月 日
～ 日

月 日

平成 年 月 日以降に生まれた人人程度
行政事務

（一般行政事務）
（高校卒業程度）

後
期
試
験

平成 年 月 日以降に生まれた人人程度技術（土木）
（高校卒業程度）

平成 年 月 日以降に生まれた人人程度技術（建築）
（高校卒業程度）

昭和 年 月 日以降に生まれた人
で資格を有する人
（平成 年 月 日までに資格を取得する見
込みの人を含む）

人程度保育士

昭和 年 月 日以降に生まれた人

人程度

消防I

昭和 年 月 日以降に生まれた人
で救急救命士免許を有する人
（平成 年 月に実施される国家試験で資格
を取得する見込みの人を含む）

消防II

試験会場　山陽女学園
　　　　　（廿日市市佐方本町 番 号）
受験案内・申込書の入手方法
　①次の場所で配布しています。市役所 階記載　　
案内、 階人事課、あいプラザ、各支所地域づく　
りグループ、消防本部総務課、市内各消防署、市　
内各市民センター

　②市ホームページからダウンロードできます。
　　印刷して使用してください。
　③郵便により請求できます。封筒の表に「職員採用
　試験申込請求」と朱書きし、宛先と郵便番号を記
　入した返信用封筒（ 円切手を貼った角形 号）
　を同封し、次へ郵送してください

〒 － 　廿日市市下平良一丁目 番 号
廿日市市役所　人事課人事育成グループ

受験申し込みの手続き
　　必要事項を記入した申込書を、市役所 階人事課
まで持参または郵送で提出してください。

　　また、インターネット上での直接申し込み（電子
申請）もできます。詳細は、受験案内および市ホー
ムページで確認してください。

問合せ
●行政事務（一般行政事務）・技術（土木、建築）・保
育士に関しては

　人事課人材育成グループ緯盈
●消防に関しては　
　消防本部総務課緯盈 ８月は人権強調月間です第　
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品
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●
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地
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時
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ピ
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ク
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台
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●
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島
地
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月

日

時　

分

時　
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宮
島
桟
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前
広
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※
な
く
な
り
次
第
終
了
し
ま
す

人権作品募集
　
人
権
を
守
り

差
別
を
許
さ
な
い
考
え
や
行
動
の
輪
を
広

め
る
た
め

人
権
作
品
を
募
集
し
ま
す

テ

マ　
日
常
生
活
の
中
で
人
権
の
尊
さ
に
つ
い
て
感
じ　

　

た
こ
と
な
ど

募
集
作
品

①
標
語

人

点
ま
で

②
作
文

エ

セ
イ
な
ど
も
含
む

字
詰
め
原
稿
用

　

紙

枚
以
内

中
学
生
は
募
集
し
て
い
ま
せ
ん

③
詩

字
詰
め
原
稿
用
紙

枚
以
内

④
ポ
ス
タ

四
つ
切
り
画
用
紙

⑤
写
真

人
物
が
写

て
い
る
作
品

四
つ
切
り
サ
イ
ズ

　

㎝
×　

㎝
程
度

※
写
真
に
写
て
い
る
人
の
承
諾
を
受
け
た
作
品
に
限
り
ま
す

※
い
ず
れ
の
作
品
も
未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す

応
募
資
格　

市
内
に
在
住

在
学
ま
た
は
在
勤
の
人

応
募
方
法　

作
品
に
①
住
所

②
名
前

③
電
話
番
号

学

生
の
人
は
④
学
校
名

⑤
学
年
を
記
入
し
て
次
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い

〒廿
日
市
市
役
所
人
権
・
男
女
共
同
推
進
課

応
募
締
切　

月　

日

※
入
選
作
品
は　

月

日

に
開
催
す
る
人
権
フ

ス
タ

　

で
表
彰
し
ま
す

ま
た

標
語

ポ
ス
タ

写
真
な
ど

　

を
市
民
ホ

ル
な
ど
で
展
示
し
ま
す

妊娠中の口腔ケアで安産！　歯周病が早産・低体重児出産の原因？

妊娠前・中こそ歯医者さんへ
  なるほど!!健康講座　　問　廿日市市保健センター　　　　緯欝１６１０

●
歯
周
病
で
早
産
・
低
体
重
児
出

　

産
リ
ス
ク
が
増
加
！

　

歯
周
病
と
聞
く
と

口
の
中
だ

け
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん

と
こ
ろ
が
歯
周
病
の
人

は

早
産
の
リ
ス
ク
が
通
常
の
人

の

・

倍
に
な
り
ま
す

こ
れ

は

喫
煙
や
飲
酒
す
る
人
よ
り
も

は
る
か
に
高
い
リ
ス
ク
な
の
で
す

●
妊
娠
す
る
と
歯
周
病
菌
が
増
え
る

　

歯
周
病
菌
の
な
か
に
は

女
性

ホ
ル
モ
ン

エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン

が

好
き
な
細
菌
が
い
ま
す

そ
の
た

め

女
性
ホ
ル
モ
ン
が
増
加
す
る

妊
娠
中
は

歯
ぐ
き
が
腫
れ
や
す

く
な
り
ま
す

妊
娠
性
歯
肉
炎

　

ま
た

つ
わ
り
で
歯
磨
き
が
不
十

分
に
な
る
と

さ
ら
に
歯
ぐ
き
の
状

態
が
悪
化
し
や
す
く
な
り
ま
す

　

つ
わ
り
で
歯
み
が
き
が
つ
ら
い

時
は
次
の
対
処
が
考
え
ら
れ
ま
す

・
歯
み
が
き
粉
は
匂
い
や
刺
激
の

少
な
い
も
の
を
使
う

ま
た
は

使
わ
な
い

・
歯
ブ
ラ
シ
は
口
の
中
に
入
れ
や

す
い
小
さ
め
の
も
の
に
す
る

・
歯
み
が
き
が
苦
痛
な
時
は

う

が
い
を
す
る

・
砂
糖
不
使
用
の
ガ
ム

キ
シ
リ

ト

ル
な
ど

を
か
む

　

妊
娠
中
は

歯
と
歯
ぐ
き
の
境

目
を
重
点
的
に
ブ
ラ

シ
ン
グ
し

ま
し

う

歯
と
歯
の
間
に
は

糸
よ
う
じ
の
使
用
も
効
果
的
で
す

●
妊
娠
中
の
歯
の
治
療
は
？

レ
ン
ト
ゲ
ン
写
真　

　

歯
科
治
療
で
行
う
レ
ン
ト
ゲ
ン

撮
影
の
放
射
線
量
は

日
常
生
活

の
中
で
自
然
に
浴
び
る
量
よ
り
も

少
な
く
微
量
で
あ
り

心
配
は
あ

り
ま
せ
ん

妊
娠
中
の
薬

内
服
薬　

　

基
本
的
に

妊
娠
中
は
薬
を
使

用
し
な
い
方
向
で
考
え
ま
す

た

だ

薬
を
使
用
し
な
い
こ
と
に
よ

り
お
な
か
の
赤
ち

ん
に
悪
い
影

響
を
与
え
る
可
能
性
が
あ
る
場
合

や
症
状
が
悪
化
す
る
場
合
に
は

必
要
最
低
限
使
用
し
ま
す

か
か

り
つ
け
の
産
婦
人
科
の
先
生
と
薬

に
つ
い
て
相
談
し
て
お
く
と
よ
り

安
心
で
す

妊
娠
中
の
麻
酔　

　

歯
の
治
療
で
は
身
体
の
一
部
分

に
だ
け
効
く
麻
酔
を
使
い
ま
す

通
常
の
麻
酔
量
で
は

お
な
か
の

赤
ち

ん
へ
影
響
す
る
こ
と
は
無

く

問
題
は
あ
り
ま
せ
ん

●
最
後
に

　

妊
娠
す
る
と
体
調
や
時
期
に

よ

て
は
治
療
が
制
限
さ
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す

妊
娠
を
考
え
る

前
に

ま
ず

歯
科
検
診
を
受
け

悪
い
箇
所
が
あ
れ
ば
治
療
を
終
え

て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す　

妊

娠
中
で
も

定
期
的
に
口
腔
の
ケ

ア
を
受
け
る
こ
と
が
重
要
で
す

佐伯歯科医師会ふじた・ひろき　　　藤田　裕樹先生


